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(5)ＰＯＰの作成 

来店者が料理が提供される

までの少しの待ち時間で読め

るような、簡単でわかりやす

いＰＯＰを、八王子市保健所、

町田市保健所、南多摩保健所

が協力して作成した。 
ＰＯＰは、３面のうち２面

を３保健所共通の内容とし、

1 面を各保健所の独自内容と

した。 
南多摩保健所では、店内の

カウンターやテーブル上にお

ける三角型の卓上ＰＯＰに

「応募メニューの写真」や「メ

ニュー名」、「金額」のグッド

バランスメニューに関する情

報と野菜に関する健康情報等

を掲載し各参加店に配布した。 
八王子市保健所では、「食事

のときのワンポイントアドバ

イス！食塩の取りすぎに気をつけましょう！」を掲載し飲食店等に配布し活用している。 
町田市保健所では、「毎日プラス一皿 野菜で健康生活！」の情報を掲載し、飲食店等に配布し活

用している。さらに、３保健所間で、それぞれの内容を活用している。 
(6)キャンペーンの実施 

１０月１日～１１月３０日の２か月間をキャンペーン期間として、参加店舗で応募メニューを販

売した。キャンペーン期間中にマップの配布や報道・広報を行った。 
 

３ 課題 

(1)キャンペーン期間が 2 ヶ月間と短かった 

(2)広報の充実 

各市及び保健所広報、ホームページ、関係各所におけるマップの配布、イベントやミニバス等で

の周知などを行ったが、店舗、市民への周知が十分とは言えなかった。このため、広報戦略、マス

コミの活用等広報活動をより充実する必要がある。（キャンペーン終盤のケーブルテレビ放映により

利用者が増えたとの声があり、広報活動の効果を感じた。） 

(3)各市事業との連携に工夫が必要 

 時間的制約等により、各市事業との連携が十分にできなかった。市民を対象にしている各市の事

業や、飲食店等と連携できる関係機関の事業と、お互いに活用できるように連携できればより効果

的な事業展開が可能になる。 

(4)実施体制の充実・強化 

準備期間が短く、事業を検討しながら同時に展開したため、企画運営・飲食店等への連絡調整等

事業全般を保健所栄養士中心に実施せざるをえなかった。今後継続した事業展開を行うためには、

所内及び関係機関等の協力を得ながら実施できる体制づくりを進める必要がある。 

 

４ 成果 

(1)食品事業者との協働が図れ、参加店の活性化が図れた 

３市１０３店の参加が得られ、継続を希望する意見が多い。また、参加店が健康的な食事や野菜

を求めているお客のニーズを知ることができた。（参加店アンケート「また機会があったらやってみ

たい（51.8％）」「来店者数が増えた（18.8％）」、「来店者との会話のきっかけになった（44.7％）」、

「キャンペーンを知って来店したというお客様がいた（42.4％）」） 

ＰＯＰ図案（3面のうち中央・右面が 3保健所共通） 

八王子市保健所 町田市保健所 南多摩保健所

ｱﾝｹｰﾄを差込んだ POP
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(2)食品事業者に対する栄養知識の啓発が図れた 

（参加店アンケート｢1回の食事量に必要な量(120g)が理解できた（77.6%）」、「主食・主菜・副菜の

バランスが理解できた(50.6%)」) 

(3)地域の市、食育推進関係者等との協働が図れた 

３市の健康主管課・経済主管課・商工会・ＪＡ東京南・食育推進関係者・食品衛生協会と推進委

員会、実行委員会を設置し、キャンペーンを進める中で、顔の見える関係づくりにつながった。 

(4)市民の生活習慣病やメタボリックシンドローム予防の一助になる食環境整備に着手できた 

 

５ 今後に向けて 

  地域における食環境整備を推進し、定着させていくためには、保健所と食提供者だけで取り組む

のではなく、市民や関係機関も参加・連携して、幅広くそれぞれの取り組みとして自立し、発展し

ていくことが望ましい。 

  本事業で実施した「グッドバランスメニューキャンペーン」においては、推進委員会、実行委員

会を設置し、飲食店代表、市健康主管課、経済主管課、商工会・商工会議所、東京南農業協同組合、

管内の大学教授、消費者団体等に参加していただいた。 

  このことにより、 

・飲食店にとっては参加により利用者が増加した 

・市民にとっては、健康に配慮したメニューを美味しく手軽に利用することができた 

・市経済主管課及び商工会・商工会議所が目指している、地域の活性化に寄与した 

・管内各市健康主管課及び保健所にとっては、地域の住民の健康づくりの向上の一助となった  

など、さまざまな人々に多様な利益をもたらす、「三方良し（売り手良し・買い手良し・世間良

し）」の事業となり、今後の方向性をつかむことができた。 

   加えて、事業を実施を通して、目標である「バランスが良く、野菜の多い食事」の必要性につい

て、関係者が理解し、さらに推し進めていこうという機運が生まれたことは、大きな成果といえる。 

 

   

 ◆まとめ 

 「グッドバランスメニューキャンペーン」の実

施を通して、地域の食育推進関係者との顔が見

える関係づくりができたとともに、管内３市に

１０３店舗の健康に配慮したバランス食を提

供する飲食店を増やすことができ、事業目標を

ほぼ達成した。 

また、キャンペーンの実施により参加店の活

性化が図れたとともに、参加店の野菜やバラン

スに関する知識・理解への体得につながった。 

なお、実施にあたり健康づくり調理師研修会、

各種講習会、食育シンポジウム、食育推進関係

者ネットワーク会議、イベント等を相互に活用

し展開した。事業を通して管内３市・商工会・

JA・食品衛生協会等との連携もはじまった。 

２５年度以降は、今回の参加店に引き続き参

加していただけるよう工夫をしつつ、本事業で

顔の見える関係ができた団体等と、さらなる連

携を探りながら、より多くの地域の住民、団体

等に参加していただける取り組みにすること

により、「健康的な食環境整備事業」が地域に

定着していくことを目指していく。 
 

◆既存事業の活用例：食育シンポジウム H25.2 

ｸﾞｯﾄﾞﾊﾞﾗﾝｽﾒﾆｭｰｷｬﾝﾍﾟｰﾝの報告会を兼ねて開催 
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＜事業概要：平成 23 年度＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜事業概要：平成 24 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23・24年度課題別地域保健医療推進プラン

地域における健康的な食選択推進事業（平成２３年度～平成２４年度） 　　　　　　　　「地域におけるバランス食提供」の準備
　　　　　　　　　実態調査、アンケート、情報交換会、
　　　　　　　　　食育関係者との連携強化等

事業の目標

【運営体制】

　市､食育推進関係者、食品事業者､商工会等が参加し、
　キャンペーンの企画運営を行い、連携を推進

　

　　　　　◆グッドバランスメニューキャンペーン

外食や中食(弁当等）の利用が増えていることから、健康に配慮したバランス食を提供する店が地域に増え、喫食者が健康に配慮し
たバランス食を選択できる環境を整備することによって、糖尿病・メタボリックシンドロームの予防につなげる

目的　○地域にバランスを考えた食事を提供する店舗を増やし、住民が健康的な食を選択できる環境づくり
　　　○市が食品事業者と連携して地域における食育を展開していくための下地づくり

【事業内容】

　

H24
実施事業

H23
実施状況

３　キャンペーンの実施

　参加店で応募メニューを提供することで、健康的な食を市民が体験

【実施期間】平成24年10月～１１月（2ヶ月間）
【内容】
 ◆「健康いただきマップ」（日野・多摩・稲城市版）の作成、配布
　・参加全１０３店舗の情報を掲載
　・市、関係機関、保健所窓口、参加店で配布
　・保健所ホームページに掲載
 ◆ 参加店にPOPを作成、配布（店内掲示）
 ◆ 広報活動
　・日野市、多摩市、稲城市広報
　・いなぎiバス、多摩市ミニバス広告掲載
　・いなぎ健康祭、日野市産業祭、栄養展
　・日野ケーブルテレビ、多摩テレビ放映

 ２　優秀メニューの選考と表彰

  応募メニューの中から特に優れたメニューを選出し表彰

【内容】
・第2回推進委員会で優秀メニュー９点を決定（８／８）
・表彰式で表彰状贈呈（９／２７）

１　グッドバランスメニューの募集

  参加を通し食品事業者へ普及啓発を行いグッドバランスメニュー
 提供店を増やす。

【募集期間】 平成24年6月～7月
【内容】
・飲食店・給食施設、弁当店、仕出し、スーパー、コンビニ等を対
  象にメニューを募集
・応募方法周知を兼ねた講習会を開催
・食品事業者、市商工会等へ募集PR
・市販弁当買上調査協力店への参加呼びかけ
【募集条件】
・日野市、多摩市、稲城市に所在し、営業許可を得ている食品事業者
・下記の(1)または(2)に該当する健康に配慮した応募メニューを
　キャンペーン期間中に提供できること
　(1)主食・主菜・副菜がそろったメニュー
　(2)野菜を1２０g以上使用したメニュー

メニュー募集期間

　　　・マップデザイン(案)の作成

　　・共通ＰＯＰ(案)の作成

１０月 １１月７月 ９月８月 ２月１月

キャンペーン実施期間

１２月６月４月 ５月

優秀メニュー表彰式

9/27

第１回推進委員会

　4/17
・企画

・応募基準策定

・スケジュール

第２回推進委員会

(選考委員会)

　8/8
・優秀メニュー選考

・共通ＰＯＰ検討

第１回実行委員会

　(5/21～23)
・広報方法

　（周知、啓発)

・スケジュール

第２回実行委員会

8月22日～27日

・マップデザイン作成

・広報方法

共通ＰＯＰ印刷

募集広報

マップの印刷

報告書

作成

　　　　　　　　キャンペーン広報

健康づくり調理師

研修会　6/28

第３回推進委員会

・事業報告

　各市、関係機関窓口、各市イベントでの配布

　　　キャンペーン参加店・利用者アンケート アンケート集計・分析

食育シンポジウム

３市１０３店舗から応募

　　　　メニュー名

この機会に是非、ご注文ください

「ポン酢でさっぱり！
上豚焼肉おろし丼」850円

グッドバランスメニューキャンペーン参加店

東京都南多摩保健所　☎042-371-7661

「グッドバランスメニューキャンペーン」
参加１０３店舗を掲載した「健康いただきマップ」
詳しくは南多摩保健所ホームページを御覧ください。

検 索南多摩保健所 で

このメニューは、主食・主菜・副菜が
そろっています。
野菜も120g以上使用しています。

主食（ご飯・パン・麺類等の料理）
主菜（魚・肉・卵・大豆製品等の料理）
副菜（野菜・海草等の料理）

POP

4　食育シンポジウム

 グッドバランスメニューキャンペーンの報告会を兼ねて、
「たっぷり野菜でグッドバランス」と題し、野菜をテーマに実施。

【実施日】平成25年2月12日（火）
【会　場】多摩市永山公民館　ベルブホール
【参加者】キャンペーン推進委員会委員、実行委員会委員、
               参加店、圏域５市、保育園等給食施設職員等
【内　容】参加店３店から取組発表、意見交換会等

【スケジュール】

　　委員構成 　　検討事項

推進委員会

・　学識経験者
・　南多摩食品衛生協会長
・　ＪＡ東京みなみ代表
・　日野市健康課長
・　多摩市健康推進課長
・　稲城市健康課長
・　南多摩保健所長

・ キャンペーンの企画
・ 応募基準策定
・ 優秀作品の選考と表彰
・ 共通ＰＯＰのデザイン
・ その他

各市
実行委員会

・　学識経験者
・　食品事業者代表
・　住民代表
・　商工会・商工会議所代表
・　農業生産者
・　市健康主管課長
・　市経済主管課長
・　南多摩保健所生活環境安全課長

・ マップデザインの作成
・ 広報活動（周知、 啓発）
・ その他

【成果】
 ○ 103店の食品事業者の参加が得られた
 ○ 参加店の活性化が図れた
 ○ 参加店が野菜やバランスに関する知識・理解が体得できた
 ○ 管内３市・商工会・JA・食品衛生協会等と連携が図れた
【課題】
 ◆ 広報、市民への周知 ◆ 各市事業との更なる連携 ◆ 実施体制の確保

成果・課題

５　参加店アンケート結果（８５店舗回答）
　◆来店者数

　◆参加した感想（複数回答）
　
 

 
　◆バランスや野菜に配慮した食事に対する感想(複数回答）
　

６　お客様アンケート結果（7９７名回答）
　◆利用について

　
　◆食べた感想（複数回答）

野菜の量（120g）が理解できた 78%
バランスや野菜量に配慮したメニューの必要性が理解できた 52%
主食・主菜・副菜のバランスが理解できた 51%

変化なし, 81.2%増えた, 18.8%

初めて, 19.2% 以前から, 80.8%

美味しかった 76%
また食べたい 48%
野菜が多くてよかった 37%
バランスが良い 35%

また機会があったらやってみたい 52%
来店者との会話のきっかけになった 45%
来店者に喜ばれた 44%
キャンペーンを知って来店したお客様がいた 42%

平成23・24年度課題別地域保健医療推進プラン

地域における健康的な食選択推進事業（平成２３年度～平成２４年度）

健康に配慮したバランス食を提供する店が地域に増えるとともに、喫食者が健康に配慮したバランス食を選択することによって、糖尿病・メタボリックシンドロームの予防につなげる

食提供者への働きかけ　～外食等の提供者が容易にバランス食の提供ができる環境づくり～

事業の目標

H21・H22　「健やかな食生活のための環境整備事業」
○　ツールの作成及び、ツールを活用した各市事業と連携した普及啓発　（①「野菜料理レシピ」、「野菜重量表示マーク」等食の提供者用　②ポスター、栄養情報カード、ティッシュ等住民・市担当者用）

○　モデル事業の実施　（①スーパーにおける「野菜の取れる弁当」の販売　②宅配弁当施設における「献立表に野菜重量表示」及び「栄養情報カード添付」の実施）

○　特定給食施設における食教育の充実　等

さらに地域全体に広げ、定着を図る
H23事業内容

事業名 実施内容 実施時期 成果等

(1)弁当の買上げ（1市10店舗各２種類程度）

　野菜料理重量、バランス等データベース化

(2)販売環境調査（価格帯、惣菜コーナーの内容等）

（実施）保健所・市健康課・地域活動栄養士

給食の栄養実態調査
給食の栄養出納表調査
（保育園3市44園、公立小中学校　5市）

H23.12
給食での年代別、野菜の提供状況を把握し、バラン
ス食の推進に活用

食品事業者意識調査
食品衛生実務講習Aにおける、食育関連の認識度調査
（講習会時読上げ方式・350人）

H23.10・11
バランス食提供に向け、食品事業者へアプローチす
る上での基礎資料として活用

野菜に関する情報提供協力
食品衛生実務講習Aにおける、飲食店等による
野菜料理レシピの配布協力（51施設・店舗）

H23.10・11 飲食店等から栄養・食生活情報発信を推進

「健康に配慮した食事やお弁当・どうしたら売れる?」

　(座長）松月弘恵氏・神奈川工科大学准教授

　(参加者）食品事業者と行政　20人

H24.2
市販弁当における野菜料理等の提供実態を把握し、
バランス食を推進するために活用

H23.11.24
健康に配慮した食提供の課題等についての相互理解
を深めた。

市販弁当買上調査

食品事業者との情報交換会

事業名 実施内容 実施時期 成果等

「ステップアップ・食育推進　周知から実践へ」

　～第２次食育推進計画がめざすもの～

（講師）饗場直美氏・神奈川工科大学教授

（参加者）食育関係者　45人

　弁当の日に託した夢　　～変えたかったのは～

（講師）竹下和男氏：元香川県小・中学校長

（参加者）食育関係者　85人

①講演：食が育む心(室田洋子氏・臨床心理士）

②食育事例紹介(保育園・学校・食品事業者）・意見交換

各組織での食育活動の現状と課題の情報交換・意見交換

（アドバイザー）松月弘恵氏・神奈川工科大学准教授

地域実態や課題の共通理解や、連携・役割分担の理
解を深め、食育推進者のネットワークを構築する

H23.12.6
国の２０１１年度からの食育推進基本計画につい
て、食育関係者の理解を深めた

小・中学校での食育の実践事例を通じて、食育推進
者の具体的取り組みのヒントを得た

多様な主体が実施する食育推進活動について相互に
学び、理解を深める

（参加者）各市健康課・保育園・学校給食栄養士
・栄養教諭・地域活動栄養士、保健所栄養士、給食研究会

食育関係者ネットワーク会議 H24.3.15

食育推進関係者研修会(1)

食育シンポジウム

食育推進関係者研修会(2) H24.1.30

H24.3.6

　食提供者への働きかけ　～外食等の提供者が容易にバランス食の提供ができる環境づくり～

　食育関係者との連携　　 ～住民がバランス食を選択する能力を身につけるためのネットワークの強化～

H24事業内容(案）

◆バランス食と食選択情報の
　同時提供モデル事業
・バランス弁当
　スーパーマーケット、仕出し・弁当屋等
・バランスランチ
　健康づくり協力店、公的施設内食堂等
・バランス給食
　特定給食施設

バランス食を提供する際に、合わせて栄養情報や
バランスのとれた食事を選択するための情報を同
時に提供する

◆食提供者との情報交換会の開催
◆特定給食施設等で喫食者と家庭
　への食教育

　

◆食育関係者に対する研修会の実施

　

◆食育関係者ネットワークの開催
　　普及啓発活動の戦略策定

◆市事業・栄養展等で統一テーマの
　普及活動
　


